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研究論文
保育者養成課程における新聞活用の授業実践と効果
－保育内容環境の授業を事例として－
菊地 達夫1） 高橋さおり1）
1）北翔大学短期大学部こども学科
抄 録
本稿の目的は，保育者養成課程の授業実践（保育内容環境）を通じて，新聞活用を行い，記
事内容と保育活動との関係性に，どのように気付くことができたか，明らかにしようとするも
のである。
具体的には，以下のような結果を得た。学習成果として，受講生は，新聞活用を通じて，事
実の認識（自己の理解），他者の考えとの比較を行い，それらの共通点や相違点に気付くこと
ができた。
学習効果では，「相手を大切にする」という行為について，2つの異なる記事内容を読み取
り，思考・判断する過程で，保育活動との類似性があることに気付くことができた。加えて，
新聞活用が，異なる情報をつなぐことができる情報媒体として，有益であることも確認でき
た。
キーワード：生命の尊重，新聞活用，保育者，保育内容環境
Ⅰ．は じ め に
現行の学習指導要領等では，あらゆる教育活動におい
いて言語活動の充実を重視し，文字資料の教材活用を強
調している。文字資料は多様にあるが，その1つとして
新聞を挙げることができる。新聞活用教育は，NIE活動
と呼ばれ，小学校，中学校，高等学校での取り組みが進
んでいるが，その数はまだ少ない。その原因の1つに，
教員やそれを目指す学生が，新聞をあまり読まないとの
声がある注1）。新聞を読まない理由は，いくつか考えられ
るが，他の情報媒体で十分との意見がある注2）。教員自身
が新聞の意義や有効性を理解していないと新聞活用には
結びつかない。そこで，保育者を目指す学生が，保育に
関するいくつかの情報に触れることで，新聞の意義や有
効性に気付かせたい。
大学とりわけ保育者や教員養成課程における授業で
も，新聞活用がほとんど進んでいない状況にある。新聞
活用の経験が少なければ，学生が日常的に新聞からの情
報を重視することも少ないと考えられる。よって，新聞
の重要性を普及するには，教員養成課程における授業で
の積み重ねが必要である。
ところで，情報源としての新聞活用の意義は，以下の
点にある。新聞（とくに紙媒体）は，他の情報媒体に比
べ，多岐にわたる情報を，興味関心の違いにあまり左右
されず得ることができる。その理由として，紙面には，
社会欄，経済欄，身近な地域欄といったように，関係す
る一定の情報をまとめて掲載していること。記事内容の
概要がわかるよう見出し語，リード文があること。その
結果，知り得ていない情報に気付く機会が増す。さら
に，情報配信の定時制や保存の手軽さの面でも，他の情
報媒体より優れている。
一方，インターネットニュースでは，見出し語はある
ものの，興味関心がないと，詳細な情報（次の画面）を
確認することは少ない。また，TVニュースの場合，主
要な情報が中心となりやすい。よって，収集できる情報
が限定されやすい。
以上から，保育者養成課程における授業において，新
聞活用することには一定の意義があるものと考えられ
る。
さて，大学とりわけ教員養成課程における新聞活用の
先行研究として，柏崎（2013）1），藤本他編（2015）2），菊
地・高橋（2015）3）がある。いずれの内容も，授業効果を
明らかとして，教材としての新聞の有効性を指摘してい
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る。菊地・高橋（2015）では，保育者養成課程における
日本国憲法と保育者論の授業において，新聞を活用した
課題（授業外）を互いに提示し，関係する記事内容を収
集・提出させた。その結果，受講生は，授業内容に関係
するものを，新聞から広く収集できることに気付くこと
ができた。他方，新聞活用が，自主的な学習活動として
継続できるかという点に課題を残した。
本稿では，授業実践注3）として新聞活用を行い，記事内
容と保育活動との関係性に，どのように気付くことがで
きたかを明らかにしたい。以下では，授業実践の位置付
け，到達目標，展開を述べ，次に，新聞活用の学習成果
を例示し，その効果について考察する。最後に，新聞活
用によって，どのような有効性があったか確認した上
で，今後の課題に触れる。
Ⅱ．授業実践の内容
1．幼稚園教育要領環境の中での位置付け
今回の授業実践の位置付け（幼稚園教育要領の場合）
は，ねらいを「身近な環境に自分からかかわり，発見を
楽しんだり，考えたりし，それを生活に取り入れようと
する」とし，内容を「身近な動植物に親しみをもって接
し，生命の尊さに気付き，いたわったり，大切にしたり
する」とし，内容の取扱いを「身近な事象や動植物に対
する感動を伝え合い，共感し合うことなどを通して自分
からかかわろうとする意欲を育てるとともに，様々なか
かわり方を通してそれらに対する親しみや畏怖の念，生
命を大切にする気持ち，公共心，探究心などが養われる
ようにすること」に関連するものとして取り組んだ。
この授業実践は，15回の授業のうち，7回目で実施し
た。前半（6回目まで）は，現行幼稚園教育要領（保育
所保育指針）の環境におけるねらいや従前との違い，幼
保連携型認定こども園教育・保育要領の環境との比較を
実施した。
2．授業の到達目標と展開
授業の到達目標は，保育者・教育者として，「相手を
大切にする」気持ちや態度（生命の尊重）を養うには，
どのような点に留意することが大切かを，新聞活用しな
がら思考し判断させることである。保育現場では，「相
手を大切にする」育成として，動植物の飼育や触れあい
といったアプローチを重視している。
筆者らは，その他のアプローチとして新聞活用に着目
した。保育者を目指す学生が，より多くの有益な情報を
得て，保育活動の視野の広がりにつながることを期待す
る。それゆえ，保育との関連に触れていない情報（記事
内容）を選択し，保育活動との関連を思考する試みを
行った。
授業実践の展開（図1）は，3段階とした。第1段階
として，授業実践の到達目標を示した上で，記事内容の
事実の認識（自己の理解）をさせる。第2段階として，
他者（他のグループ）との意見交換・共有を行う。第3
段階として，2つの記事内容から得られた情報をもと
図1 開発授業の展開（構造図）
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に，保育活動の類似的な関連を思考させた。
ところで，グループ学習では，積極的な学生の考え・
発言に支配されることがよくある。そのような課題解決
として，予め事実の認識（自己の理解）をさせる時間の
確保を行い，自分の考えを保持できるよう工夫した。続
いて，他者または他のグループの考えを情報共有し，多
様な考えに触れる機会を与えた。また，効果的な学習活
動となるように，配付したワークシートへ段階的に記録
するよう指示をした。その結果，自分の考えと同じで
あったり，違ったりする場合がある気付きを得ることが
できる。
最後に，指導者から2つの記事内容について，保育活
動にどのように関係しているのか，補足解説（確認）を
行った。続いて，授業の実施内容（計画案）を示す。
Ⅲ．授業実践の成果
本章では，活用した新聞記事内容を示し，受講生が，
どのような学習成果を得たのか，記載内容の傾向の高い
ものを例示する。
1．新聞記事「孫介護で孫育て」活用の成果
表1．活用した新聞記事内容1
介護には孫を巻き込むといい。私が中学生のころ，祖母の
介護をする母に命じられ，手伝っていた。当時，反抗期だっ
たが，かわいがってもらった祖母に恩返しするラストチャン
スと思っていた。あくまでも主たる介護者は母なので，気楽
だった。いまの父の介護で主たる介護者になって，やってい
て良かったとつくづく思う。
わが家の息子たちはまだ幼いので，介護しているなんて自
覚はまったくないと思う。ただし以前，父がマスメディアの
NIE授業の実施内容（計画案）
日時，場所：平成27年5月11日（月）2講目
対 象 者：短期大学部こども学科2年
授 業 者：菊地達夫，高橋さおり
ね ら い：保育者・教育者として身に付けるべき思考・態度を，新聞記事の活用（読解・検討）を通して養う。
※あらゆる環境の中で双方向のコミュニケーション「相互によりよい生き方・あり方を考える＝生命の尊重」を意識
することの重要性に気付くことができる。
時間・担当 内 容 流 れ
導入
10：40～
11：00
20分間
【菊地】
目的確認
保育者・教育者として，［相手を大切にする］気持ちや態度を養うこ
ととは？どのような点に留意することが大切？
・授業概要，目的説明 板書
・資料配付
新聞記事，ワークシート
・ワークシート記入（個人）
・グループ作り
展開
11：00～
11：25
25分間
【高橋】
検討① 記事①：「孫介護」で「孫育て」
・記事に書かれている，筆者の「役割」とは？
・筆者が伝えていることは何だろう？
・保育者・教育者として学ぶところは？
「介護は当事者の言葉ではない」
「父が心から……お礼を言われる瞬間をつくる」
高齢者・筆者・子ども ※相互によりよい関係
・概要説明
板書 （検討する内容）
・黙読
・個人考え→記入
・グループ話し合い→記入
・発表（口頭）3グループ程度
随時 板書（キーワード等）
11：25～
11：50
25分間
【菊地】
検討② 記事②：小さな命のために ドイツの動物福祉
・筆者が伝えていることは何だろう？
・保育者・教育者として学ぶところは？
「人間が本当にこの犬を引き受けても大丈夫なのか」
「動物たちが楽しく心地よい環境を作れるように」
動物・人間 ※相互によりよい関係
・概要説明
板書 （検討する内容）
・黙読
・個人考え→記入
・グループ話し合い→記入
・発表（口頭）3グループ程度
随時 板書 （キーワード等）
終末
11：50～
12：10
20分間
【高橋】
まとめ
記事①②の検討を通して共通する点を挙げ，保育者・教育者
として留意すべきことを考えてみよう。
例）・園で小動物の飼育を行う場合，どのような点に留意する？
・保育者の役割［子どもにとっても動物にとっても，よい環境］
・一方的な考え，あらゆる環境において，相手との関係は相互に
よりよいものであることが重要。
※多様な価値，コミュニケーション
・概要説明
・ワークシート記入
・まとめ
評 価 基 準：保育者・教育者として，あらゆる環境において，「相互によりよい生き方・あり方を考えること＝生命の尊重」の重要
性に気付くことができたか。
（上記の内容を含む記述が，ワークシートに示されているか，どうかで評価の判断とした）。
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取材を受けた時に，「息子が毎日，孫たちを連れてきてくれ
て，孫の顔を見るのが私の生きがいです」と語っていた。孫
の存在は確実に老父の免疫力を高めていると思う。
一方で，介護という言葉を私は父の前では絶対に口にしな
い。介護は当事者の言葉ではないから。「最近，私はせがれ
に介護されましてねえ」なんて，誰も言わない。私は，父に
「孫育て」を手伝ってもらっているという立ち位置で日々，
息子たちを連れて父の元に通っている。
日中，父はヘルパーさんや通所介護にお世話になってい
る。その帰り道，近所のスーパーマーケットでフルーツを買
うのが日課だ。最近だと，リンゴやミカンやイチゴ。夕方，
私たちが父の元を訪れると，父はフルーツを洗って出してく
れる。孫たちはフルーツが大好物なので，はずんだ声で，
「わっ！今日はイチゴだ。じいじ，ありがとう！！」とは
しゃぐ。その瞬間に，父は顔をくしゃくしゃにして，とても
幸せそうな笑顔になる。
認知症になってから，父はできないことが増えている。し
かし，できることもまだまだたくさんある。できないことを
嘆くのではなく，できることをやってもらい，父が心から愛
してやまない孫たちからありがとうと言われる瞬間を周りの
人たちからお礼を言われる瞬間をつくるのが自分の役割だと
思っている。ワークバランスの「ワラバ」の文字は，「分か
ち合い」「楽なり苦あり」「バトンリレー」の略語だと思って
いる。
【北海道新聞記事内容 朝刊2015年4月7日付】
表2．新聞記事内容1の学習成果例
【個人の考え】
●基準 記事内容を適切に読み取ることができたか
1 筆者の役割とは？
孫たちからの「ありがとう」と言われる瞬間や周りの人
たちからお礼を言われる瞬間をつくっていくこと。
2 筆者が伝えていることは？
過去に介護を体験しておいてよかった。
3 保育者・教育者として学ぶことは？
「ワラバ」
【グループの意見】
●基準 自分と異なる考え（同じ考え）への気付き
それをふまえた自分の意見の再構成ができたか
1 父の免疫力を高める
2 認知症になって，できないことが増えたが，できること
はまだまだたくさんある。
【他のグループの意見】
・互いの役割をもつ（孫育て）
・親の姿をみて，自分が大人になったときに役立つ（親→
子）
学習成果の例では，記事内容の事実の認識（自己の理
解）を行い，意見交換したため，他者との違いを受け止
めることができた様子を示している。筆者（記事）の役
割では，「父の免疫力を高める」，筆者（記事）が伝えて
いることでは「認知症になってできないことが増えた
が，できることがまだまだたくさんある」といった考え
について，他者から得ることができた。さらに他のグ
ループからの違う意見も加わり，短い記事内容の読み取
りでも，多様な考えに発展できることを確認することが
できた。
2．新聞記事「小さな命のために ドイツの動物福
祉」活用の成果
表3．活用した新聞記事内容2
ハンブルクの動物ホームではたくさんの犬や猫，小動物た
ちが新しい飼い主を待っています。今日はその中から，犬に
ついてお話したいと思っています。
まず，このホームでは，一匹，一匹に名前が付けられてそ
れぞれの性格や特徴，病気やアレルギーがある場合はその
データまで，それぞれのリストに記載され張り出されていま
す。「動物を飼いたい」とこの施設を訪ねて来る人たちが宿
舎を見て回り，まずはそのデータを読むことで，自分の環境
に適しているかどうかの見定めができるので，「なんとなく
この犬がよい」みたいな安易な気持ちで動物を引き取ること
はありません。
例えばシェパードのレオ君。誕生日から，この施設に来た
理由や以前の環境などについても細かく記載されています。
「好きな食べ物は缶詰」「性格はおっとり，そして少し寂し
がり屋」「人間が大好きなので，たっぷりと一緒に過ごす時
間をつくってくれる飼い主を希望しています」とのこと。
ほかにもたくさんの犬が新しい飼い主を待っているのです
が，とても大切なポイントは，「子どもとも遊べる」「環境と
して大人だけがよい」「たくさんの運動を必要とする」な
ど，人間が本当にこの犬を引き受けても大丈夫なのかいう部
分を事前に理解した上で，新しい家族に迎えられるかどうか
の決断をすることです。
このホームでは個々に食事も工夫して「缶詰が好き」「豚
の胃（バンゼンと言います）が好き」「アレルギーなので注
意など，カルテを見ながら餌を作り，できるだけ動物たちが
楽しく心地よく環境を作れるように努力しています。常に動
物の立場に立って，彼らの気持ちを考えてお世話をするス
タッフたち。早く新しいお家が見つかりますように…。
【北海道新聞記事内容 夕刊2011年7月5日付】
表4．新聞記事内容2の学習成果例
【個人の考え】
●基準 記事内容を適切に読み取ることができたか
1 筆者が伝えていること？
常に相手の立場に立って気持ちを考えること。できるだ
け楽しく心地よい環境づくりをすること。
2 保育者・教育者として学ぶことは？
相手の立場で考える。楽しく心地よい環境づくり。一匹
一匹の理解。
【グループの意見】
●基準 自分と異なる考え（同じ考え）への気付き，それを
ふまえた自分の意見の再構成ができたか
1 人間が本当にこの犬を引き受けても大丈夫なのかという
部分を事前に理解した上で新しい家へ
2 相手の立場，心地よい環境
【他のグループの意見】
・命の大切さ
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・一匹一匹の個性
・アレルギーを把握
・相手の環境
学習成果の例では，記事内容からの事実の認識（自己
の理解）と他者との考えに，共通点と相違点があったこ
とを示している。共通点として，保育者・教育者を目指
す上でのキーワードとして，「相手の立場」や「心地よ
い環境」を双方が挙げていた。相違点として，筆者（記
事）が伝えていることは何か比べた場合，他者は「人間
が本当にこの犬を引き受けても大丈夫なのかという部分
を事前に理解した上で新しい家へ」を挙げており，自分
の考えとは異なっていた。また，他のグループと共有で
きた情報を活かすため，表出した意見をキーワードで分
け，関係性がみえるようしていた工夫も，他者から気付
かされていた。
Ⅳ．授業実践の効果・考察
本章では，授業実践の最後で書かせた授業内容の理解
と感想の記録から，授業実践の効果を考察する。
表5．授業内容の理解の例と感想の例
【授業内容の理解】
●学生A
導入で書いた内容と学び後の内容がほぼ同じなところもあ
り，的をはずしていなかったと確認出来，同時に相手のこと
を考える大切さを改めて感じ，そのためには互いにプラスに
なることをしていくのも大切だと思いました。
●学生B
動物も人間も同じ大切な命を持っているとういうこと。そ
して，その命や人生をどのように幸せなものにするのか。お
互いが幸せな人生を歩むことが出来る環境を構成していく大
切さを学びました。
●学生C
常に「相手の立場」を考えることは大切で，そのための環
境の構成や言葉がけは，相手の気持ちを理解する上で必要な
ことだと思った。
●学生D
2つの記事をみて，両方が「命を大切にする」「個性を尊
重する」ということを伝えていた。また，その人・動物に合
わせた環境，配慮，嫌だと思うことはしないということだな
と思いました。
●学生E
「相手を大切にする」のに，相手の気持ちを考え，相手の
立場に立って考えるということが大切だとわかりました。保
育者・教育者として学ぶこととしては，こどもたちのことを
よく理解して関わっていくことが大切だと思いました。
【授業内容の感想】
○学生A
新聞記事を活用して「相手を大切にする」のに，どのよう
なことが大切か，考えてみて，新聞記事を活用することで具
体的な話が出てきてわかりやすく，2つの記事を比べてみる
ことで，何が大切なのか見つけることができた。他の人の意
見もたくさん聞けて，より理解を深めることができた。
○学生B
新聞を使うと，保育以外の情報や知識を得ることができる
ので，身になるなと思います。記事の内容にこどもが出てこ
なくて，一見関係ないと思うようなことでも，読み進める
と，保育と関係ある部分がたくさんありました。保育は本当
に色々なものと関わっているなと改めて思いました。
○学生C
「保育」の内容ではなく，「介護」「動物」という内容で
も，保育に共通することがたくさんあった。
保育だけではなく，「相手のこと」を考えることは何事も
共通すると感じた。
授業内容の理解の記述例をみれば，授業実践を通し
て，「相手を大切にする」といった点に気付くことがで
きた。例えば，学生Aの「互いにプラスになることを
していく」，学生Bの「お互いが幸せな人生を歩むこと
が出来る環境を構成していく大切さ」，学生Cの「その
人・動物に合わせた環境，配慮，嫌だと思うことはしな
いということ」という理解を得た。すなわち，高齢者，
小動物，こどもといった環境構成に関係なく，「相手を
大切にする」ことは，同じであるということを認識でき
たものと判断できる。
続いて，感想の記述例をみれば，新聞活用の有効性を
挙げている。例えば，学生Aの「新聞記事を活用する
ことで具体的な話が出てきてわかりやすく，2つの記事
を比べてみることで，何が大切なのか見つけることがで
きた」，学生Bの「記事の内容にこどもが出てこなく
て，一見関係ないと思うようなことでも，読み進める
と，保育と関係ある部分がたくさんありました」という
感想を得た。よって，新聞活用が，内容の異なる情報か
ら，保育活動との関連を気付かせる手段として，役立っ
たものと判断できる。
Ⅴ．お わ り に
本稿の目的は，保育者養成課程の授業実践（保育内容
環境）を通じて，新聞活用を行い，記事内容と保育活動
との関連に，どのように気付くことができたか，明らか
にしようとするものであった（図2）。
学習成果として，受講生は，2つの新聞記事を通じ
て，事実の認識（自己の理解），他者の考えとの比較を
通じて，それらの記事の共通点と相違点を浮き彫りにす
ることができた。
学習効果では，「相手を大切にする」という行為を，
2つの異なる記事内容を読み取り，思考・判断する過程
で，保育活動との類似性があることに気付くことができ
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た。加えて，新聞活用（記事内容の比較）が，異なる情
報をつなぐことができる情報媒体として，有益であるこ
とも確認できた。
こうした学習成果や効果の背景として，筆者らの授業
展開の工夫・改善も役立ったものと考えられる。具体的
には，グループ活動をする上で，予め事実の認識（自己
の理解）する時間を確保したこと，また，新聞の読み取
り・思考の状況に応じて，視点の方向付けとなる助言を
したこと，他者の考えを聞くだけではなく，それらを記
録させたことが有効であった。もし，そのような記録が
なければ，学習成果や効果の自己判断をすることは難し
かったであろう。受講生も，記録したことにより，他者
の考えとの共通点や相違点にしっかり気付くことができ
たことを指摘している。
今後の課題は，いろいろな授業内容に効果的な新聞記
事を上手に見つけることができるかという点である。そ
の課題解決として，今回のような複数教員の関わりが効
果的と考えられる。互いの専門分野や興味関心の優劣が
異なれば，目に止まる記事内容も違う可能性があろう。
そのような授業づくりを意図的に仕掛けることで，多様
な情報に触れる機会が増す。今回の成果をふまえ，引き
続き他の教員との効果的かつ継続的な新聞活用の指導法
を検討していきたい。
注
注1）北海道新聞社NIE推進センター委員の話（2015
年度）によれば，北海道内の場合，とくに，20代や
30代の若手教員の新聞購読が少ないと指摘してい
る。
注2）2014年度「保育内容環境」の受講者の場合，NIE
活動後に，新聞を読んでいるか，再確認したとこ
ろ，ほとんどいなかった。読まない理由として，イ
ンターネット・TVニュースの情報で確保できると
いう意見が多かった。
図2 開発授業における学習効果の構造
保育者養成課程における新聞活用の授業実践と効果
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注3）今回の授業実践（保育内容環境）は，平成27年5
月11日の2講目の授業を取り上げている。ただ，同
日の1講目・3講目にも同じ内容・展開の授業を実
施した。各授業における受講生は，35名～40名であ
る。受講生には，授業研究資料としての活用許可を
得ている。なお，この授業は，北海道新聞社よりNIE
活動の取材を受け，平成27年6月29日北海道新聞朝
刊記事にその様子が掲載された。
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